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            Chapter1. 新機能および変更された機能に関する情報
            

            
            
               
                  	新機能および変更された機能に関する情報

               

            
            
         
      

   
      
         
            Chapter2. 概要
            

            
               この章では、Cisco HyperFlex System のコンポーネントの概要を示します。

            

            
            
               
                  	Cisco HyperFlex HX シリーズ システム

                  	Cisco HyperFlex HX シリーズ システムのコンポーネント

                  	Cisco HyperFlex HX シリーズ システムの設定オプション

                  	Cisco HyperFlex HX シリーズ システムの管理コンポーネント

                  	Cisco HyperFlex Connect ユーザ インターフェイスとオンライン ヘルプ

               

            
            
         
      

   
      
         
            Cisco HyperFlex HX シリーズ システム

            
               Cisco HyperFlex HX シリーズ システムは、完全内包型の仮想サーバ プラットフォームを通じて、コンピューティング、ストレージ、ネットワークの 3 つのレイヤと強力な Cisco HX Data Platform ソフトウェア ツールを結合し、シングル
                  ポイント接続による簡素化された管理を実現します。Cisco HyperFlex HX-Series System は、単一の UCS 管理ドメインに HX ノードを追加することによってスケールアウトするように設計されたモジュラ システムです。ハイパーコンバージド
                  システムはユーザのワークロード ニーズに基づいて統一されたリソースのプールを提供します。 
               

            

         
      

   
      
         
            Cisco HyperFlex HX シリーズ システムのコンポーネント

            
               
                  	 
                     		  
                     Cisco HX シリーズ サーバー：次のいずれかのサーバーを使用して Cisco HyperFlex システムを設定できます。 
                     

                     				
                     
                        					
                        	
                           						
                           コンバージド ノード - オールフラッシュ：Cisco HyperFlex HXAF240c M5、HXAF220c M5、HXAF240c M4、および HXAF220c M4。
                           

                           					
                        

                        					
                        	
                           						
                           コンバージド ノード - ハイブリッド：Cisco HyperFlex HX240c M5、HX220c M5、HX240c M4、および HX220c M4。
                           

                           					
                        

                        					
                        	
                           						
                           コンピューティングのみ：Cisco B200 M3/M4、B260 M4、B420 M4、B460 M4、B480 M5、C240 M3/M4、C220 M3/M4、C480 M5、C460 M4、B200 M5、C220 M5 および C240
                              M5。
                           

                           					
                        

                        				
                     

                     				 
                     		
                  

                  	 
                     		  
                     Cisco HX Data Platform：HX Data Platform は次のコンポーネントで構成されています。 
                     
 
                     		  
                     
                        	 
                           				
                            							Cisco HX Data Platform インストーラ：ストレージ クラスタに接続されているサーバにこのインストーラをダウンロードします。HX Data Platform インストーラは、Cisco UCS Manager 内のサービス プロファイルとポリシーを設定し、コントローラ VM を展開し、ソフトウェアをインストールし、ストレージ
                              クラスタを作成し、VMware vCenter プラグインを更新します。 
                           
 
                           			 
                        

                        	 
                           				
                           Storage Controller VM：HX Data Platform インストーラ を使用して、管理対象のストレージ クラスタ内の各コンバージド ノードにストレージ コントローラ VM をインストールします。 
                           
 
                           			 
                        

                        	 
                           				
                            							Cisco HX Data Platform プラグイン：この統合 VMware vSphere インターフェイスは、ストレージ クラスタ内のストレージをモニタおよび管理します。 
                           
 
                           			 
                        

                     
 
                     		
                  

                  	 
                     		  
                     Cisco UCS ファブリック インターコネクト（FI） 				
                     
 
                     		  
                     ファブリック インターコネクトは、接続されている Cisco HX-Series Server にネットワーク接続機能と管理機能の両方を提供します。 
 
                     		  
                     Cisco HyperFlex System の一部として購入されて展開された FI は、このドキュメントでは HX FI ドメインとも呼ばれます。サポートされているファブリック インターコネクトは次のとおりです。 
                     

                     				
                     
                        	
                           						
                           Cisco UCS 6200 シリーズ Fabric Interconnect

                           					
                        

                        	
                           						
                           Cisco UCS 6300 シリーズ Fabric Interconnect

                           					
                        

                        					
                        	
                           						
                           Cisco UCS 6400 シリーズ ファブリック インターコネクト

                           					
                        

                     
 
                     		
                  

                  	 
                     		  
                     Cisco Nexus スイッチ  		  
                     
 
                     		  
                     Cisco Nexus スイッチによって、高密度で設定可能なポートが提供され、柔軟なアクセスの展開と移行を実現できます。 
 
                     		
                  

               

               
                  Cisco HyperFlex HX シリーズ システムのコンポーネント
                  
                     			 			[image: images/305794.jpg] 		
                  

               
            

         
      

   
      
         
            Cisco HyperFlex HX シリーズ システムの設定オプション

            
               Cisco HyperFlex HX シリーズ システムは、環境内でストレージおよびコンピューティング機能を拡張するための柔軟でスケーラブルなオプションを提供します。Cisco HyperFlex システムにストレージ機能を追加するには、Cisco
                  HyperFlex Server を追加するだけです。 
               

               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                        
                           			
                           HX クラスタ は HX シリーズ サーバーのグループです。クラスタ内の各 HX シリーズ サーバは、HX ノードまたはホストと呼ばれます。 
                           

                           		
                        

                     
                  

               

               HX クラスタはさまざまな方法で構成できます。次の図に、一般的な構成例を示します。最新の互換性とスケーラビリティの詳細については、『Cisco HyperFlex推奨ソフトウェアリリースおよび要件ガイド』の   Cisco HX Data Platform Compatibility and Scalability Details - 4.5(x) Releases の章をhttps://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/release-guidelines-and-support-timeline/b-recommended-hx-data-platform-sw-releases/m-recommended-releases.html参照してください。 
               

               
                  Cisco HyperFlex ハイブリッド M5 設定
                  [image: images/306304.jpg]

               
               
                  Cisco HyperFlex ハイブリッド M4 設定
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                  Cisco HyperFlex オール フラッシュ M5 設定
                  [image: images/306302.jpg]

               
               
                  Cisco HyperFlex オール フラッシュ M4 設定
                  [image: images/306301.jpg]

               
            

         
      

   
      
         
            Cisco HyperFlex HX シリーズ システムの管理コンポーネント

            
               Cisco HyperFlex HX シリーズ システムは、次のシスコ ソフトウェア コンポーネントを使用して管理されます。 

               
                  Cisco UCS Manager
 
                  		 
                  		
                  Cisco UCS Manager は、ファブリック インターコネクトのペア上に存在する組み込みソフトウェアで、Cisco HX-Series Server のすべての設定機能と管理機能を備えています。UCS Manager にアクセスする最も一般的な方法は、Web
                     ブラウザを使用して GUI を開くことです。UCS Manager は、ロールベースのアクセス制御をサポートしています。 
                  
 
                  		
                  設定情報を 2 台の UCS Fabric Interconnects (FI) 間で複製することにより、高可用性ソリューションが実現します。一方の FI が使用不能になっても、もう一方が代わりを務めます。 
 
                  		
                  UCS Manager の主なメリットは、ステートレス コンピューティングという概念です。HX クラスタの各ノードには設定がありません。たとえば、MAC アドレス、UUID、ファームウェア、BIOS 設定はすべて、サービス プロファイルの UCS
                     Manager で設定され、すべての HX シリーズ サーバーに均一に適用されます。これにより、設定の一貫性が保たれ、再利用が容易になります。新しいサービス プロファイルを数分以内に適用することができます。 
                  
 
                  	 
               
               
                   				Cisco HX Data Platform 			
                  
 
                  		 
                  		
                  Cisco HyperFlex Data Platform は、複数の Cisco サーバーをコンピューティング/ストレージ  リソースからなる単一のプールに変換する、ハイパーコンバージド ソフトウェア アプライアンスです。これにより、ネットワーク
                     ストレージの必要性がなくなり、VMware vSphere およびその既存の管理アプリケーションと緊密に統合して、シームレスなデータ管理エクスペリエンスが提供されます。加えて、ネイティブな圧縮と重複排除により、VM が占有する記憶域が削減されます。
                     
                  
 
                  		
                  HX Data Platform をインストールする場所は、vSphere などの仮想化プラットフォームです。仮想マシン、アプリケーション、およびデータ用のストレージを管理します。インストール時に Cisco HyperFlex HX クラスタ名を指定すると、HX
                     Data Platform は各ノード上にハイパーコンバージド ストレージ クラスタを作成します。ストレージを増やす必要があり、HX クラスタにノードを追加する場合、Cisco HX データ プラットフォームは追加のリソース全体でストレージの平衡化を行います。
                     
                  
 
                  	 
               
               
                  VMware vCenter 管理
 
                  		 
                  		
                  Cisco HyperFlex System には、VMware vCenter ベースの管理機能があります。vCenter サーバーは、仮想化環境をモニターするために開発されたデータ センター管理サーバー アプリケーションです。HX Data
                     Platform にも事前設定済みの vCenter サーバーからアクセスして、すべてのストレージのタスクを実行します。vCenter は、VMware vMotion、DRS、HA、および vSphere レプリケーションなそをサポートします。VMware
                     スナップショットおよびクローニング機能に代わって、より拡張性の高いネイティブの HX Data スナップショットとクローンが使用されます。
                  
 
                  		
                  HX Data Platform にアクセスするには個別のサーバーに vCenter インストールされている必要があります。vCenter は vSphere Client を通じてアクセスされ、それは管理者のラップトップまたは PC にインストールされています。
                     
                  
 
                  	 
               
            

         
      

   
      
         
            Cisco HyperFlex Connect ユーザ インターフェイスとオンライン ヘルプ

            
               Cisco HyperFlex Connect（HX Connect）は、Cisco HyperFlex のユーザ インターフェイスを提供します。左側のナビゲーション ペインと右側の作業ペインの 2 つの主要なセクションに分かれています。

               
                  
                     	
                        重要

                     
                     	
                        
                           
                           HX Connect では、ほとんどのアクションの実行に管理者特権が必要です。

                           
                        

                     
                  

               

               
                  ヘッダー アイコン
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	アイコン
                        	名前 
                        	説明 
                     

                  
                  
                     
                        	[image: メニューの 3 つの水平線アイコン]
                        	
                           
                           メニュー

                           
                        
                        	
                           
                           フルサイズのナビゲーション ペインと、アイコンのみのホバーオーバー ナビゲーション ペインを切り替えます。

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           [image: メッセージ用のメモ帳アイコン]

                           
                        
                        	
                           
                           メッセージ

                           
                        
                        	ユーザが開始するアクション（データ ストアの作成やディスクの削除など）の一覧が表示されます。
                           すべてのメッセージを削除して、メッセージ アイコンを非表示にするには、[すべて消去（Clear All）] を使用します。
                           

                        
                     

                     
                        	
                           
                           [image: 設定用の歯車のアイコン]

                           
                        
                        	
                           
                           設定

                           
                        
                        	
                           
                           [サポート（Support）]、[通知（Notification）]、および [クラウド管理（Cloud Management）] の設定にアクセスします。また [サポート バンドル（Support Bundle）] ページにアクセスすることもできます。
                           

                           
                        
                     

                     
                        	[image: アラートのベル アイコン]
                        	
                           
                           アラーム

                           
                        
                        	
                           
                           現在のエラーまたは警告のアラーム カウントが表示されます。エラーと警告の両方が存在する場合、カウントはエラー数を示します。

                           
                           アラーム情報の詳細については、[アラーム（Alarms）] ページを参照してください。
                           

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           [image: ヘルプの疑問符アイコン]

                           
                        
                        	
                           
                           ヘルプ

                           
                        
                        	
                           
                           状況に応じた HX 接続 のオンライン ヘルプ ファイルを開きます。
                           

                           
                        
                     

                     
                        	[image: ユーザ用のヘッド アンド ショルダー アイコン]
                        	
                           
                           ユーザ

                           
                        
                        	
                           
                           タイムアウト設定やログアウトなどの設定にアクセスします。

                           
                           [ユーザ設定（User Settings）] は管理者にのみ表示されます。
                           

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           [image: 情報用の円の中に i の文字のアイコン]

                           
                        
                        	
                           
                           情報

                           
                        
                        	
                           
                           その要素に関する詳細データにアクセスします。

                           
                        
                     

                  
               

               オンライン ヘルプにアクセスするには：

               
                  	
                     
                     ユーザ インターフェイスの特定のページで、ヘッダーにある [ヘルプ（Help）] をクリックします。
                     

                     
                  

                  	
                     
                     ダイアログボックスで、そのダイアログボックスの [ヘルプ（Help）] ボタンをクリックします。
                     

                     
                  

                  	
                     
                     ウィザードで、[ヘルプ（Help）] をクリックします。
                     

                     
                  

               

               
                  テーブル ヘッダーの共通フィールド

                  
                  
                  HX Connect 内のいくつかのテーブルには、テーブルに表示される内容を左右する次の 3 つのフィールドのどれかが表示されます。

                  
                  
                     
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	UI 要素
                           	基本的な情報
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                                                                   [更新（Refresh）] フィールドとアイコン
                              

                              
                           
                           	
                              
                              HX クラスタ の動的更新では、テーブルが自動的に更新されます。タイムスタンプは、テーブルが最後に更新された時刻を示します。 
                              

                              
                              コンテンツを今すぐ更新するには、円形アイコンをクリックします。 

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                                                                   [フィルタ（Filter）] フィールド 
                              

                              
                           
                           	
                              
                              入力したフィルタ テキストと一致するリスト項目のみがテーブルに表示されます。以下の表の現在のページに一覧表示されている項目は自動的にフィルタ処理されます。入れ子になったテーブルはフィルタ処理されません。 
                              

                              
                              [フィルタ（Filter）] フィールドに選択テキストを入力します。 
                              

                              
                              [フィルタ（Filter）] フィールドを空にするには、x をクリックします。 
                              

                              
                              テーブル内の他のページからコンテンツをエクスポートするには、下部までスクロールし、ページ番号をクリックしてフィルタを適用します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                                                                   [エクスポート（Export）] メニュー
                              

                              
                           
                           	
                              
                              テーブル データの現在のページのコピーを保存します。テーブル コンテンツは、選択したファイルの種類でローカル マシンにダウンロードされます。リストの項目をフィルタ処理すると、フィルタ処理されたサブセット リストがエクスポートされます。 
                              

                              
                              エクスポート ファイルの種類を選択するには、下向き矢印をクリックします。ファイルの種類のオプションは、cvs、xls、および doc です。 
                              

                              
                              テーブル内の他のページからコンテンツをエクスポートするには、下部までスクロールし、ページ番号をクリックしてエクスポートを適用します。 

                              
                           
                        

                     
                  

                  
               
            

            
            
               
                  	[ダッシュボード（Dashboard）] ページ

               

            
            
         
      

   
      
         
            Chapter3. インストールの前提条件
            

            

            
            
               
                  	Cisco HXDP のサポートされているバージョンとシステム要件

                  	必要なハードウェア ケーブル

                  	ホスト要件

                  	ディスクの要件

                  	ポート要件

                  	HyperFlex 外部接続

                  	ファブリック インターコネクトのアップリンクのプロビジョニング

                  	ネットワーク設定

                  	VLAN と vSwitch の要件

                  	Cisco UCS の要件

                  	ハイパーバイザ要件

                  	ストレージ クラスタ要件

                  	vCenter 設定要件

                  	システム サービス要件

                  	コントローラ VM の CPU リソース予約

                  	コントローラ VM 用メモリ リソース予約

                  	Auto Support 要件

                  	シングル サインオンの要件

               

            
            
         
      

   
      
         
            
            Cisco HXDP のサポートされているバージョンとシステム要件 

            
            
            
               
               Cisco HX Data Platform を正常にインストールするには、特定のソフトウェアおよびハードウェアのバージョン、ネットワーク設定が必要です。 

               
               
               
                  Cisco HXDP リリース 4.5(x) のサポートされているバージョンとシステム要件
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                     
                        
                        	
                           
                           要件

                           
                        
                        
                        	
                           
                           詳細へのリンク

                           
                        
                        
                     

                     
                  
                  
                     
                     
                        
                        	
                           
                           サーバのコンポーネント ファームウェアが、次の表に示されている最小バージョン以上であることを確認します。 

                           
                        
                        
                        	
                           
                           詳細については、『Cisco HyperFlex Software Requirements and Recommendations』ドキュメントの「FI/Server Firmware - 4.5(x) リリース」トピックを参照してください。
                           

                           
                        
                        
                     

                     
                     
                        
                        	
                           
                           推奨ブラウザのリスト。

                           
                        
                        
                        	
                           
                           詳細については、[Cisco HyperFlex ソフトウェアの要件と推奨事項のドキュメント（Cisco HyperFlex Software Requirements and Recommendations）] の「[ブラウザの推奨事項（Browser Recommendations）]」トピックを参照してください。
                           

                           
                        
                        
                     

                     
                  
               

               
               
               
            

            
         
      

   
      
         
            ファブリック インターコネクトのアップリンクのプロビジョニング

            
               HyperFlex クラスタをセットアップする前に、最適なネットワーク トラフィック管理のためにアップストリーム帯域幅の容量を計画します。これにより、コンポーネントの障害や部分的なネットワーク停止が発生してもフローの安定状態が保証されます。 

               デフォルトでは、hx-vm-network vSwitch がアクティブ/アクティブとして設定されます。それ以外の vSwitch は、アクティブ/スタンバイとして設定されます。 
               

               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                        
                           			
                           FI に対して Catalyst スイッチを実行しているクラスタの場合は、最適な Quality of Service (QOS) MTU を 9216 に設定します (LAN > LAN Cloud > QoS システム クラスにあります)。そうでない場合、フェールオーバーは失敗します。

                           		
                        

                     
                  

               

                
                  		
                  
                     単一ホストの HyperFlex Data Platform 接続
                     [image: images/305795.jpg]

                   
                  	 
               

               デフォルトの vSwitch NIC チーミング ポリシーとフェールオーバー ポリシーを [yes] に設定します。これにより、管理トラフィック、vMotion トラフィック、およびストレージ トラフィックのすべてが、ローカルでファブリック インターコネクトに転送されるようになり、フローを安定した状態に維持できます。vNIC-a で障害が発生すると、ESXi
                  がロード バランシングを計算し、すべての仮想ポートを vNIC-b に再ピニングします。vNIC-a がオンライン状態に戻った時点で、再びピニングが適用され、vNIC-a と vNIC-b の間で仮想ポートが元のように均等に分配されます。これにより、Cisco
                  UCS ファブリック インターコネクトのアップストリームでの遅延と帯域幅使用量が削減されます。 
               

                
                  		
                  
                     安定した状態のトラフィック フロー
                     [image: images/305748.jpg]

                   
                  	 
               

               1 つ以上のサーバー リンクで障害が発生した場合（たとえばホスト 1 がファブリック A への接続を失い、ホスト 2 がファブリック B への接続を失った場合）は、トラフィックがアップ ストリーム スイッチを通過する必要があります。したがってアップリンク
                  ネットワーク帯域幅の使用率が増加し、新しいアップリンクを追加する必要があります。 
               

                
                  		
                  
                     リンク障害発生時のトラフィック フロー
                     [image: images/305749.jpg]

                   
                  	 
               

               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                         
                           		
                           1 つのファブリック インターコネクトから 2 つの異なるアップストリーム スイッチへのアップリンクが存在する場合は、FI で分離レイヤ 2（DJL2）と呼ばれる状態が発生します。DJL2 は、FI がエンド ホスト モードとなっているときに DJL2 が適切に設定されていないと発生することが既知となっています。 
                           

                           			
                           DJL2 を適切に導入するには、『Cisco UCS 6300 Series Fabric Interconnect Hardware Guide—Deploy Layer 2 Disjoint Networks Upstream in End Host Mode』というホワイト ペーパーを参照してください。 
                           
 
                           	 
                        

                     
                  

               

            

         
      

   
      
         
            コントローラ VM の CPU リソース予約

            
               ストレージ コントローラ VM は HyperFlex Data Platform 用の重要な機能を提供するので、HX Data Platform インストーラはコントローラ VM の CPU リソース予約を設定します。この予約により、コントローラ
                  VM に最低限必要な CPU リソースが割り当てられることが保証されます。これは、ESXi ハイパーバイザー ホストの物理 CPU リソースがゲスト VM によって大量に消費される状況で役立ちます。次の表に、ストレージ コントローラ VM の
                  CPU リソース予約の詳細を示します。 
               

               
                  
                  
                     
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     					
                     
                        						
                        	製品 ID
                        						
                        	
                           							
                           VM CPU の数 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           共有 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           予約 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           制限 

                           						
                        
                        					
                     

                     				
                  
                  
                     					
                     
                        						
                        	HXAF220c-M5SN（すべて NVMe 220）
                        						
                        	
                           							
                           12

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           低 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           10,800 MHz 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           無制限 

                           						
                        
                        					
                     

                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           HX ブースト モードが有効な場合：

                           							
                           HXAF220c-M5SN/HXAF220c-M6SN
 							 						
                        
                        						
                        	
                           							
                           16

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           低 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           10,800 MHz 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           無制限 

                           						
                        
                        					
                     

                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           HX ブースト モードが有効な場合：

                           							
                           HXAF220c-M4/M5/M6

                           							
                           HXAF240c-M4/M5SX/M6
 							 						
                        
                        						
                        	
                           							
                           12

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           低 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           10,800 MHz 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           無制限 

                           						
                        
                        					
                     

                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           他のすべてのモデル

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           8

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           低 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           10,800 MHz 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           無制限 

                           						
                        
                        					
                     

                     				
                  
               

               		
               		 		
            

         
      

   
      
         
            コントローラ VM 用メモリ リソース予約

            
               次の表に、ストレージ コントローラ VM 用のメモリ リソース予約の詳細を示します。 

               		
               		
               
                  
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           サーバ モデル 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           ゲスト メモリの量 

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           すべてのゲスト メモリを予約 

                           						
                        
                        					
                     

                     				
                  
                  
                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           HX220c-M4/M5

                           							
                           HX-E-220M5SX
 							 						
                        
                        						
                        	
                           							
                           48 GB

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           はい 

                           						
                        
                        					
                     

                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           HXAF220C-M4

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           48 GB 
 							 						
                        
                        						
                        	
                           							
                           はい 

                           						
                        
                        					
                     

                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           HXAF220C-M5

                           							
                           HXAF-E-220M5SX

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           48 GB

                           							
                           7.6 TB SSD（SED および非 SED）を搭載した構成の場合は 56 GB
 							 						
                        
                        						
                        	
                           							
                           ○ 

                           						
                        
                        					
                     

                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           HX240c-M4/M5SX

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           72 GB

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           はい 

                           						
                        
                        					
                     

                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           HXAF240c-M4/M5SX

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           72 GB

                           							
                           7.6 TB SSD（SED および非 SED）を搭載した構成の場合は 84 GB
 							 						
                        
                        						
                        	
                           							
                           ○ 

                           						
                        
                        					
                     

                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           HX240C-M5L

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           78 GB

                           						
                        
                        						
                        	
                           							
                           Yes 

                           						
                        
                        					
                     

                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           HXAF220C-M5SN（すべての NVMe 220）
 							 						
                        
                        						
                        	
                           							
                           72 GB

                           							
                           8 TB NVMe 容量ドライブの構成の場合は 84 GB
 							 						
                        
                        						
                        	
                           							
                           対応 

                           						
                        
                        					
                     

                     					
                     
                        						
                        	
                           							
                           HXAF240C-M5SD

                           							
                           HX240C-M5SD（奥行240）
 							 						
                        
                        						
                        	
                           							
                           48 GB

                           							
                           
                              
                                 	
                                    （注）  

                                 
                                 	
                                    
                                       								
                                       7.6TB ドライブは HXAF240C-M5SD でサポートされますが、より高いメモリ構成は必要ありません。

                                       							
                                    

                                 
                              

                           
 							 						
                        
                        						
                        	
                           							
                           はい 

                           						
                        
                        					
                     

                     				
                  
               

               
                  	
                     		  
                     C240 ラック サーバは、2 ラック ユニット（2RU）フォーム ファクタで非常に優れた拡張性と高いパフォーマンスを提供します。 

                     		
                  

                  	
                     		  
                     C220 サーバは、1 ラック ユニット（1RU）フォーム ファクタで拡張性を提供します。 

                     		
                  

                  			
                  	
                     				
                     16 TB LFF ドライブのサポートは有効になっていません。

                     			
                  

                  			
               

               		
               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                        
                           			
                           HX 5.0(2b) 以降、新しいコントローラ VM メモリ割り当ては、HX 5.0(2b) 以降を使用して新規インストールまたは SW 再展開として展開されたクラスタ、または 5.0(2b) の後に拡張されたノードに対して行われます。HX 5.0(2b)
                              以降にクラスタをアップグレードする場合、コントローラ VM に割り当てられるメモリが自動で変更されないように注意してください。CVM メモリを削減したい場合は、手動で行う必要があります。CVM メモリを手動で変更する方法の詳細については、Changing Controller Memory on a Cluster を参照してください。
                           
 			  		
                        

                     
                  

               

               		
               		
            

         
      

   
      
         
            Chapter4. Cisco HyperFlex Systems サーバーのインストール
            

            
               この章では、HyperFlexクラスタをセットアップするための物理コンポーネントのインストール方法を説明します。
               

            

            
            
               
                  	ラック設置型 Cisco HyperFlex ノード

                  	ファブリック インターコネクトのセットアップ

                  	概要

               

            
            
         
      

   
      
         
            ラック設置型 Cisco HyperFlex ノード

            
               HyperFlex クラスタとノード制限の詳細については、『Release Notes for Cisco HX Data Platform』の最新版の「Cisco HX Data Platform Storage Cluster Specifications」を参照してください。
               

               UCS C シリーズのインテグレーションの指針については、お使いのリリースの Cisco UCS C シリーズ サーバへの Cisco UCS Manager のインテグレーション設定ガイド を参照してください。 
               

               Cisco HyperFlex ノードのインストールの詳細については、下の表のそれぞれのリンクを参照してください。

               
                  
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           
                           インストールするノードの種類

                           
                        
                        	
                           
                           参考資料

                           
                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           
                           コンバージドノード数

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           HyperFlex HX220c M4/M5 ノード

                           
                           
                        
                        	
                           
                           Cisco HyperFlex HX220c M5 ノード インストール ガイド

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           HyperFlex HX240c M4/M5 ノード

                           
                           
                        
                        	
                           
                           Cisco HyperFlex HX240c M5 ノード インストール ガイド

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           コンピューティング専用ノード

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           Cisco UCS B200 M3/M4/M5 ノード

                           
                        
                        	Cisco UCS B200 M3/M4/M5 Blade Server Installation and Service Note
                     

                     
                        	
                           
                           Cisco UCS B260 M4 ノード、B460 M4 ノード

                           
                        
                        	
                           
                           Cisco UCS B260 M4 and B460 M4 Blade Server Installation and Service Note for Servers with E7 v4 CPUs

                           
                           Cisco UCS B260 M4 and B460 M4 Blade Server Installation and Service Note for Servers with E7 v3 and E7 v2 CPUs

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           Cisco UCS B420 M4 ノード

                           
                        
                        	
                           
                           Cisco UCS B420 M4 Blade Server Installation and Service Note

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           Cisco UCS B480 M5 ノード

                           
                        
                        	
                           
                           Cisco UCS B480 M5 Blade Server Installation and Service Note

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           Cisco UCS C240 M3/M4/M5 ラックノード

                           
                           
                        
                        	
                           
                           Cisco UCS C240 サーバ インストレーションおよびサービス ガイド

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           Cisco UCS C220 M3/M4/M5 ラックノード

                           
                           
                        
                        	
                           
                           Cisco UCS C220 サーバ インストレーションおよびサービス ガイド

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           Cisco UCS C480 M5 ノード

                           
                        
                        	
                           
                           Cisco UCS C480 M5 Server Installation and Service Guide

                           
                        
                     

                     
                        	
                           
                           Cisco UCS B420 M4 ノード

                           
                        
                        	
                           
                           Cisco UCS 460 M4 Server Installation and Service Guide

                           
                        
                     

                  
               

            

         
      

   
      
         
            ファブリック インターコネクトのセットアップ

            
               高度な可用性をもたらすため、次のようにファブリック インターコネクトの冗長ペアを設定します。

               
                  	
                     				
                     L1 または L2 の高可用性ポート間で、イーサネット ケーブルを使用して直接 2 つのファブリック インターコネクトに接続します。

                     			
                  

                  	
                     				
                     ファブリック インターコネクト A 上のポート L1を ファブリック インターコネクト B 上のポート L1 に接続し、ファブリック インターコネクト A 上のポート L2 をファブリック インターコネクト B 上のポート L2 に接続します。

                     			
                  

               

               これにより、2 つのファブリック インターコネクトは、互いのステータスを継続的にモニターします。 

               ファブリック インターコネクトを接続する前に、以下の情報を確認し、取得してください。 

               
                  
                  
                     
                     
                  
                  
                     
                        	 
                           				  
                           項目  				  
 
                           				
                        
                        	 
                           				  
                           説明  				  
 
                           				
                        
                     

                  
                  
                     
                        	 
                           				  
                           ファブリック インターコネクトの物理的な接続を確認します。 
 
                           				
                        
                        	 
                           				  
                           
                              	 
                                 						
                                 1 つ目のファブリック インターコネクトのコンソール ポートが、コンピュータまたはコンソール サーバに物理的に接続されている。 
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 管理イーサネット ポート（mgmt0）が外部のハブ、スイッチ、またはルータに接続されている。 
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 両方のファブリック インターコネクトの L1 ポートが互いに直接接続されている。 
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 両方のファブリック インターコネクトの L2 ポートが互いに直接接続されている。 
 
                                 					 
                              

                           
 
                           				
                        
                     

                     
                        	 
                           				  
                           コンピュータ端末でコンソール ポートのパラメータを確認します。 
 
                           				
                        
                        	 
                           				  
                           
                              	 
                                 						
                                 9600 ボー  						
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 8 データ ビット  						
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 パリティなし 
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 1 ストップ ビット  						
 
                                 					 
                              

                           
 
                           				
                        
                     

                     
                        	 
                           				  
                           初期セットアップに関する情報を入手します。 
 
                           				
                        
                        	 
                           				  
                           初期セットアップに関する次の情報を収集します。  				  
 
                           				  
                           
                              	 
                                 						
                                 システム名  						
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 管理者アカウントのパスワード  						
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 3 つの静的 IP アドレス  						
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 3 つの静的 IP アドレスのサブネット マスク  						
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 デフォルト ゲートウェイの IP アドレス  						
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 DNS サーバの IP アドレス  						
 
                                 					 
                              

                              	 
                                 						
                                 システムのドメイン名  						
 
                                 					 
                              

                           
 
                           				
                        
                     

                  
               

               両方のファブリック インターコネクトが同じセットアップ プロセスを通過する必要があります。プライマリ ファブリック インターコネクトをセットアップして、クラスタ設定用に有効にします。同じプロセスを使用してセカンダリ ファブリック インターコネクトをセットアップするときには、最初のファブリック
                  インターコネクトがピアとして検出されます。 
               

            

            
            
               
                  	Cisco UCS Manager GUI を使用したプライマリ ファブリック インターコネクトの設定

                  	Cisco UCS Manager GUI を使用したセカンダリ ファブリック インターコネクトの設定

                  	CLI を使用したプライマリ ファブリック インターコネクトの設定

                  	CLI を使用した従属ファブリック インターコネクトの設定

                  	コンソールのセットアップの確認

               

            
            
         
      

   
      
         
            コンソールのセットアップの確認

            
               SSH 経由でファブリック インターコネクトにログインすることにより、両方のファブリック インターコネクトの設定が完全であることを確認できます。 

               Cisco UCS Manager CLI から次のコマンドを使用して、クラスタのステータスを確認します。 

               
                  
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           							
                           コマンド

                           						
                        
                        	
                           							
                           目的

                           						
                        
                        	
                           							
                           出力例

                           						
                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           							
                           show cluster state 							
                           

                           						
                        
                        	
                           							
                           ハイ アベイラビリティ クラスタの両方のファブリック インターコネクトの動作状態およびリーダーシップ ロールを表示します。 

                           						
                        
                        	
                           							
                           次の例の表示では、両方のファブリック インターコネクトが Up 状態、HA が Ready 状態、ファブリック インターコネクト A がプライマリ ロール、ファブリック インターコネクト B が従属ロールです。 

                           							
                           
                              								UCS-A# show cluster state 
Cluster Id: 0x4432f72a371511de-0xb97c000de1b1ada4 

A: UP, PRIMARY 
B: UP,
SUBORDINATE HA READY


                              							

                           						
                        
                     

                     
                        	
                           							
                           show cluster extended-state 							
                           

                           						
                        
                        	
                           							
                           クラスタの状態に関する拡張詳細が表示され、通常は問題のトラブルシューティングにこれが使用されます。 

                           						
                        
                        	
                           							
                           次の例は、クラスタの拡張状態の表示方法を示しています。UCSC# show cluster extended-state 0x2e95deacbd0f11e2-
0x8ff35147e84f3de2Start time: Thu May 16 06:54:22 2013Last election
 time: Thu May 16 16:29:28 2015System Management
Viewing the Cluster State
A: UP, PRIMARY
B: UP, SUBORDINATE

A: memb state UP, lead state PRIMARY, mgmt services state: UP
B: memb state UP, lead state SUBORDINATE, 
mgmt services state: UP heartbeat state PRIMARY_OK 
HA READY 
Detailed state of the device selected for HA quorum data: 
Device 1007, serial: a66b4c20-8692-11df-bd63-1b72ef3ac801, state: active 
Device 1010, serial: 00e3e6d0-8693-11df-9e10-0f4428357744, state: active 
Device 1012, serial: 1d8922c8-8693-11df-9133-89fa154e3fa1, state: active

                              							

                           						
                        
                     

                  
               

            

         
      

   
      
         
            概要

            
               Cisco HX220c および HX240c サーバは、ファブリック インターコネクトに直接接続します。直接接続を使用すれば、Cisco UCS Manager は、1 本のケーブルで HX シリーズ サーバの管理トラフィックとデータ トラフィックの両方を管理できます。
                  
               

               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                         
                           		
                           サーバをファブリック インターコネクトに接続した後、そのサーバが検出された時点で、UCS Manager 設定フォームを使用して、Cisco UCS Manager で使用可能な C シリーズ ソフトウェア バンドルを更新します。 
 
                           	 
                        

                     
                  

               

               直接接続モードを使用する場合は、すべての Cisco UCS 管理対象アダプタをファブリック インターコネクト上のサーバ ポートに接続する必要があります。要件の章に列挙されている推奨ファームウェアが HX サーバにインストールされていることを確認してください。そうでない場合は、Cisco UCS Manager を使用してファームウェアを更新します。 
               

               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                         UCS の設定に関する次の制限事項に注意してください。
                           
                              	
                                 
                                 Cisco HX に固有の UCS の設定に関する制限事項：HX M4 サーバーは 1227 VIC および 6332-16UP ファブリック インターコネクトと互換性がありません。 

                                 
                              

                              	
                                 
                                 Cisco UCS の設定に関する一般的な制限事項：Cisco UCS 6200、6332 および 6324 シリーズ Cisco UCS Manager コンフィギュレーション上限値ガイドを参照してください。
                                 

                                 
                              

                           

                        

                     
                  

               

            

            
            
               
                  	コンバージド ノードとファブリック インターコネクトの接続

                  	直接接続モードのクラスタ セットアップの物理的な接続の図

                  	コンピューティング専用ノードとファブリック インターコネクトの接続

               

            
            
         
      

   
      
         
            Chapter5. Cisco HyperFlex Systems の設定
            

            
               この章では、Cisco HyperFlex System のコンポーネントの設定方法について説明します。 

            

            
            
               
                  	設置ワークフロー

                  	vSphere Web Client を使用した HX Data Platform インストーラ OVA の展開

                  	静的 IP アドレスを使用した HX Data Platform インストーラ OVA の展開

                  	Syslog の設定

                  	GPU が搭載された HyperFlex ノードのインストール

                  	HX Data Platform インストーラのナビゲーション支援ボタン

                  	警告およびエラー メッセージ

               

            
            
         
      

   
      
         
            Chapter6. HyperFlex Data Platform でのライセンス設定
            

            
            
               
                  	スマート ライセンスと HyperFlex

                  	ライセンスの遵守とフィーチャの機能

                  	接続環境でのライセンスの管理

                  	非接続環境でのライセンスの管理

               

            
            
         
      

   
      
         
            
            ライセンスの遵守とフィーチャの機能 
          
            
            
               
               Cisco HXDP リリース 5.0(2a) 以降、すべての機能と構成の変更には、有効な Cisco HyperFlex ソフトウェア ライセンスが必要です。評価の終了時またはライセンス準拠日の後の猶予期間に期限切れ、または不十分なライセンスを持つ
                  HX Connect ユーザーには、ライセンス準拠の必要性を警告する目立つカウントダウン バナーが表示され、ライセンスの期限切れが解消されるまでるまでライセンス更新ページへのリンクが提供されます。 
               

               
               ライセンスがその有効期限日と猶予期間のカウントダウンの両方の期限日を過ぎた場合、現在の構成は限られた情報で動作します。ライセンスを更新すると、ユーザーはすべての機能を再開し、構成を変更できます。バナーの詳細と例については、『Cisco HyperFlex
                  Systems Ordering and Licensing Guide』の「License Compliance and Feature Functionality」セクションを参照してください。
               

               
               シスコ エンド ユーザー ライセンス契約（Cisco EULA）を確認するには、https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/cloud-and-software/end_user_license_agreement.html を参照してください。 
               

               
            

            
         
      

   
      
         
            
            接続環境でのライセンスの管理

            
            
            
               
               接続環境でライセンスを管理するには、次の手順を実行します。

               
            

            
            
            
               
                  	スマート ライセンスにクラスタを登録する

                  	スマート ライセンスからクラスタを登録解除する

                  	スマート ライセンス承認の更新

               

            
            
         
      

   
      
         
            スマート ライセンスにクラスタを登録する

            
               スマート ライセンスは自動的に HX ストレージ クラスタに組み込まれ、デフォルトで有効になります。スマート ライセンスをインストールする必要はありません。HX ストレージ クラスタはスマート ライセンスに登録されず、90 日間の評価モードに入ります。90
                  日以内に、HX ストレージ クラスタを登録して機能をすべて使用できるようにする必要があります。
               

               
                  
                     	
                        注目

                     
                     	
                        
                           
                           HyperFlex クラスタを Smart Software Manager サテライトに登録する前に、プロキシが設定されていないことを確認します。プロキシが設定されている場合は、クラスタを Smart Software Manager サテライトに登録する前にプロキシを削除してください。

                           
                        

                     
                  

               

               はじめる前に

               
                  
                  	
                     
                     スマート ライセンスは、Cisco HX リリース2.5 で導入されました。クラスタで HX 4.0 リリース以降が実行されていることを確認することをお勧めします。

                     
                  

                  	
                     
                     スマート ライセンスの使用を開始する前に、Cisco スマート アカウントを持っている必要があります。ご注文時にスマート アカウントを作成（または選択）するか、ご注文時以外のときにスマート アカウントを作成して新規または既存のライセンスを追加していくことができます。

                     
                     スマート アカウントを作成するには、[Cisco Software Central] > [スマート アカウントの申請（Request a Smart Account）]（https://webapps.cisco.com/software/company/smartaccounts/home?route=module/accountcreation）を参照してください。
                     

                     
                  

               

               HX ストレージ クラスタは、次のいずれかの方法で Cisco スマート ソフトウェア マネージャ (SSM) に登録できます。

            

            
            
               
                  	HX Connect を通してスマート ソフトウェア ライセンスによりクラスタを登録する

                  	コントローラ VM を介してスマート ソフトウェア ライセンスとともにクラスタを登録する

               

            
            
         
      

   
      
         
            
            非接続環境でのライセンスの管理

            
            
            
               
               非接続環境でライセンスを管理するには、次の手順を実行します。

               
            

            
            
            
               
                  	スマート ライセンスと Smart Software Manager サテライト

                  	特定のライセンス予約および HyperFlex

               

            
            
         
      

   
      
         
            
            スマート ライセンスと Smart Software Manager サテライト 

            
            
            
               
               インターネット接続を使用してインストール ベースを管理することが許可されていない場合は、Smart Software Manager サテライトをオンプレミスでインストールし、Cisco Smart Software Manager のサブセットを使用してライセンスをローカルで管理できます。Smart Software Manager サテライトのダウンロード. 
               

               
               HyperFlex 用に Smart Software Manager サテライトを設定するには、 HX Data Platform CLI から次のコマンドを実行します。stcli services sch set --portal-url http://<satellite-host>/Transportgateway/services/
DeviceRequestHandler --email <user-email-address>


               
               Smart Software Manager サテライトが Cisco Smart Software Manager に登録されて稼働するようになったら、30 日ごとに Cisco Smart Software Manager と同期する必要があります。同期するには次の
                  2 つのオプションがあります。
               

               
               
                  
                  	
                     
                     ネットワーク接続時に行うオンデマンドまたはスケジュール済み同期。

                     
                  

                  
                  	
                     
                     手動による同期。ライセンス ファイルをダウンロードした後、アップロードします。

                     
                  

                  
               

               
               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                        HX クラスタに Smart Satellite Server が構成されている場合、トークンは Smart Satellite Server の UI で生成される必要があるため、スマート ポータルのスマート ライセンス登録では生成されなくなります。
                           
                        

                     
                  

               

               
            

            
         
      

   
      
         
            特定のライセンス予約および HyperFlex

            
               シスコ固有ライセンスの予約 (SLR) は、ユーザが切断モードでデバイスを使用できるようにする新しいソフトウェアライセンス管理システムです。特に、外部ネットワーク接続 (air ギャップ) のない環境向けです。SLR には次のような追加の利点もあります。
                  
                  
                     	
                        
                        時間のかかるライセンス タスクを自動化する

                        
                     

                     	
                        
                        ライセンスのステータスとソフトウェアの使用状況の傾向を追跡できます。

                        
                     

                     	
                        
                        コアの購入、管理、およびレポート機能をシンプル化

                        
                     

                  

                  SLR により、顧客は仮想アカウントからライセンスを予約し、デバイス UDI に関連付けることができます。その後、これらのライセンスを使用してデバイスを切断モードで使用できます。また、お客様は、Cisco Smart Software Manager
                     (CSSM) またはスマート ソフトウェア サテライト (オンサイト コレクタ) のいずれかと継続的に通信することなく、正常に動作させることができます。
                  

               
               
               
                  HyperFlex SLR 対応 PID

                  
                  
                  次の HyperFlex PID のみが SLR モードで使用できます。

                  
                  
                     非接続およびエアギャップ展開用の Cisco HyperFlex Data Platform (HXDP) ソフトウェア SKU
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                        
                           
                           	
                              
                              HXDP SKU

                              
                           
                           
                           	
                              
                              説明

                              
                           
                           
                        

                        
                     
                     
                        
                        
                           
                           	
                              
                              特定ライセンス登録

                              
                           
                           
                        

                        
                        
                           
                           	
                              
                              HXDP-S-SLR

                              
                           
                           
                           	
                              
                              Cisco HyperFlex Data Platform 標準エディション特定ライセンス登録サブスクリプション

                              
                           
                           
                        

                        
                        
                           
                           	
                              
                              HXDP-P-SLR

                              
                           
                           
                           	
                              
                              Cisco HyperFlex Data Platform エンタープライズ エディション特定ライセンス登録サブスクリプション

                              
                           
                           
                        

                        
                        
                           
                           	
                              
                              HXDP-E-SLR

                              
                           
                           
                           	
                              
                              Cisco HyperFlex Data Platform エッジ エディション特定ライセンス登録サブスクリプション

                              
                           
                           
                        

                        
                     
                  

                  
               
            

            
            
               
                  	特定のライセンス予約 (SLR) ライセンスのインストール

                  	特定のライセンス予約 (SLR) ライセンスのキャンセル

                  	特定のライセンス予約 (SLR) ライセンスを返す

                  	特定のライセンスの予約のトラブルシューティング (SLR)

               

            
            
         
      

   
      
         
            Chapter7. HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カードの設定
            

            
               この章では、Cisco HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カードを設定する方法について説明します。 

            

            
            
               
                  	HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カードの概要

                  	Install HyperFlex Hardware Acceleration Cards

                  	vSphere Web Client を使用した HX Data Platform インストーラ OVA の展開

                  	静的 IP アドレスを使用した HX Data Platform インストーラ OVA の展開

                  	HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カードの取り付けの確認

                  	HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カードのトラブルシューティング

                  	HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カードのに関する追加情報

               

            
            
         
      

   
      
         
            HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カードの概要

            
               この章では、HyperFlex ノード上の HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カード (PID: HX-PCIE-OFFLOAD-1) のインストール、ポストインストール、およびトラブルシューティングの詳細と、初期クラスタの設定について説明します。これらのカードにより、ほとんどのストレージ
                  ワークロードのパフォーマンスと圧縮効率が向上します。
               

               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                        
                           
                           HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カードをインストールおよび設定するには、HXDP-P エンタープライズ ライセンスが必要です。 

                           
                        

                     
                  

               

               PCIe スロットおよびライザー カード (およびその他の関連情報) の説明については、『Cisco HX240c M5 HyperFlex ノード (ハイブリッドおよびオールフラッシュ モデル) インストレーション ガイド』を参照してください。
               

            

         
      

   
      
         
            HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カードのに関する追加情報

            
               HyperFlex ハードウェア アクセラレーション カードに関するその他の注意事項は、次のとおりです。

               
                  	
                     
                     圧縮ゲインの値は、HX connect UI ダッシュボードに表示されます。

                     
                  

                  	
                     
                     次のコマンドを使用して、8K の読み取りワークロードのパフォーマンスを向上させます。 

                     
                     
                        	
                           
                           root @ ucs984scvm: ~ # echo 3 >/sys/module/fdma/parameters/decompress_min_t

                           
                        

                        	
                           
                           root@ucs984scvm:~# echo 3 > /sys/module/fdma/parameters/decompress_max_t

                           
                           
                        

                     

                     
                  

               

            

         
      

   
      
         
            Chapter8. クラスタ設定後のタスク 
            

            

            
            
               
                  	クラスタ設定後のガイドライン

                  	ホスト上のネットワーク デバイスの PCI パススルー有効化

                  	インストール後のスクリプトの実行

                  	ESXi ホストのルート パスワードの変更

                  	ストレージ コントローラのパスワードの変更

                  	VMware vCenter の Cisco HyperFlex HTML プラグイン

                  	ストレージ クラスタでのデータストアの追加

                  	HA ハートビートの設定

                  	HyperFlex の自動サポートと Smart Call Home

                  	自己署名の証明書を CA 署名の証明書で置き換える

                  	レプリケーション ペアリング

                  	分散型仮想スイッチと Cisco Nexus 1000v

                  	HX Data Platform 上での vCenter のホスト

                  	AMD GPU の展開

               

            
            
         
      

   
      
         
            クラスタ設定後のガイドライン

            
               
                  
                     	
                        重要

                     
                     	
                        
                           
                           
                              	
                                 
                                 すべての ESXi ホストで SSH を有効なままにしてください。これは、これ以降の Cisco HyperFlex post クラスタ設定後の作業で必要となります。 

                                 
                              

                              	
                                 
                                 これらの事前設定された値は、シスコの承認を得ずに変更しないでください。

                                 
                              

                           

                           
                        

                     
                  

               

            

         
      

   
      
              
            VMware vCenter の Cisco HyperFlex HTML プラグイン

            
               Cisco HyperFlex vCenter プラグインは、vSphere Web クライアントと統合され、HX Data Platform のインストール後の管理およびモニタリング機能をすべてサポートします。インストールと使用法に関する完全な情報については、『Cisco
                  HyperFlex Data Platform Administration Guide』の「Cisco HyperFlex HTML Plugin for VMware vCenter」の章を参照してください。 
               

            

         
      

   
      
         
            HyperFlex の自動サポートと Smart Call Home

            
               HX ストレージ クラスタを構成して、文書化されたイベントに関する自動化された電子メール通知を送信することができます。通知内の収集されたデータを使用して、HX ストレージ クラスタの問題のトラブルシューティングに役立てることができます。

               		
               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                        Auto Support (ASUP) および Smart Call Home (SCH) は、プロキシ サーバの使用をサポートしています。プロキシ サーバの使用を有効にし、HX Connect を使用して、両方のプロキシ設定を構成できます。

                     
                  

               

               
                  Auto Support（ASUP）

                  			
                  			
                  Auto Support は、HX Data Platform を通じて提供されるアラート通知サービスです。Auto Support を有効にすると、HX Data Platform から、指定されたメール アドレスまたは通知を受信したい電子メール
                     エイリアスに通知が送信されます。通常、Auto Support は、HX ストレージ クラスタの作成時に、SMTP メール サーバを設定し、電子メールの受信者を追加して設定します。
                  

                  			
                  
                     
                        	
                           （注）  

                        
                        	
                           
                              				
                              未認証の SMTP のみが ASUP のサポート対象となります。

                              			
                           

                        
                     

                  

                  			
                  構成中に [Enable Auto Support (Auto Support を有効にする)] チェック ボックスが選択されていない場合、次の方法を使用して Auto Support をクラスタの作成後に有効にすることができます。
                  

                  			
                  
                     
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              								
                              クラスタ作成後の ASUP 構成方法

                              							
                           
                           	
                              								
                              関連トピック

                              							
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              								
                              HX Connect ユーザ インターフェイス

                              							
                           
                           	HX Connect を使用した自動サポートの設定
                        

                        
                           	
                              								
                              コマンドライン インターフェイス（CLI）

                              							
                           
                           	
                              								
                              CLI を使用した通知設定の構成

                              							
                           
                        

                        
                           	
                              								
                              REST API

                              							
                           
                           	Cisco HyperFlex は Cisco DevNet での REST API をサポートします。
                           
                        

                     
                  

                  			
                  Auto Support は、監視ツールに HX ストレージ クラスタを接続するためにも使用できます。

                  		
               
               
                  Smart Call Home（SCH）

                  			
                  			
                  Smart Call Home は、HX ストレージ クラスタを監視し、ビジネスの運営に影響をおよぼす前に問題にフラグ付けして解決を開始する、自動化されたサポート機能です。これにより高いネットワーク可用性と運用効率の向上をもたらします。 

                  			
                  Call Home は、さまざまな障害や重要なシステム イベントを検出してユーザに通知する、Cisco デバイスのオペレーティング システムに埋め込まれている製品機能です。Smart Call Home は、基本的な Call Home 機能を強化するための自動化と便利な機能を追加します。Smart
                     Call Home を有効にすると、Call Home のメッセージとアラートは Smart Call Home に送信されます。
                  

                  			
                  Smart Call Home は Cisco の多くのサービス契約に含まれており、次が含まれます。

                  			
                  
                     	
                        					
                        自動化された、24 時間の機器監視、プロアクティブな診断、リアルタイムの電子メール アラート、サービス チケットの通知、および修復の推奨。

                        				
                     

                     	
                        					
                        Call Home 診断とインベントリ アラームをキャプチャおよび処理することにより指定された連絡先に送信される、プロアクティブなメッセージング。これらの電子メール メッセージには、自動的に作成された場合に Smart Call Home ポータルと
                           TAC ケースへのリンクが含まれています。
                        

                        				
                     

                     	
                        					
                        Cisco Technical Assistance Center（TAC）による優先サポート。Smart Call Home では、アラートが十分に重大な場合、TAC ケースが自動的に生成され、デバッグおよび他の CLI 出力が添付されて、https 経由で適切なサポート チームにルーティングされます。
                        

                        				
                     

                     	
                        					
                        カスタマイズ可能なステータス レポートおよびパフォーマンス分析。

                        				
                     

                     	
                        					
                        次に対する Web ベースのアクセス 1 箇所における修復のためのすべての Call Home メッセージ、診断、および推奨、TAC ケースのステータス、すべての Call Home デバイスの最新のインベントリおよび構成情報。 

                        				
                     

                  

                  			
                  HX ストレージ クラスタ、ユーザ、サポートの間で自動的に通信が行われるように設定する方法については、データ収集用の Smart Call Home の設定を参照してください。
                  

                  		
               
            

            
            
               
                  	HX Connect を使用した自動サポートの設定

                  	CLI を使用した通知設定の構成

                  	データ収集用の Smart Call Home の設定

               

            
            
         
      

   
      
         
            プライベート VLAN について

            
                プライベート VLAN では VLAN のレイヤ 2 ブロードキャスト ドメインがサブドメインに分割されるので、スイッチで相互にポートを分離できます。サブドメインは、1 つのプライマリ VLAN と 1 つまたは複数のセカンダリ VLAN で構成されます。プライベート
                  VLAN ドメインには、プライマリ VLAN が 1 つのみ含まれています。プライベート VLAN ドメインの各ポートは、プライマリ VLAN のメンバーで、プライマリ VLAN は、プライベート VLAN ドメイン全体です。 
               

               
                  プライベート VLAN ポートの概要
 
                  		
                  			
                  
                     プライベート VLAN ポートのタイプ
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              								
                              VLAN ポート

                              							
                           
                           	
                              								
                              説明

                              							
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              								
                              Promiscuous Primary VLAN

                              							
                           
                           	
                              								
                              プライマリ VLAN に属しています。無差別ポートに関連付けられているセカンダリ VLAN に属しているインターフェイス、およびプライマリ VLAN に関連付けられているインターフェイスのすべてと通信できます。それらのインターフェイスには、コミュニティ
                                 ポートと独立ホスト ポートも含まれます。セカンダリ VLAN からのすべてのパケットは、この VLAN を経由します。
                              

                              							
                           
                        

                        
                           	
                              								
                              独立したセカンダリ VLAN

                              							
                           
                           	
                              								
                              度クリスしたセカンダリ VLAN に属するホスト ポートです。このポートは同じプライベート VLAN ドメイン内のその他のポートから完全に分離されていますが、関連付けられている無差別ポートとは通信できます。

                              							
                           
                        

                        
                           	
                              								
                              コミュニティ セカンダリ VLAN

                              							
                           
                           	
                              								
                              コミュニティ セカンダリ VLAN に属するホスト ポートです。コミュニティ ポートは、同じコミュニティ VLAN にある他のポートおよびアソシエートされている無差別ポートと通信します。

                              							
                           
                        

                     
                  

                  		
                  HX の導入に従い、VM ネットワークはデフォルトで通常の VLAN を使用します。VM ネットワークにプライベート VLAN を使用する場合は、次のセクションを参照してください。 

                  			
                  
                     	
                        					
                        既存の VM を使用しない VM ネットワーク上でのプライベート VLAN の設定。 
                        

                        				
                     

                     	
                        					
                        既存の VM を使用した VM ネットワーク上でのプライベート VLAN の設定. 
                        

                        				
                     

                  
 
                  	 
               
            

         
      

   
      
         
            分散型仮想スイッチと Cisco Nexus 1000v

            
               分散型スイッチを導入する際の検討事項 		
               

               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                         
                           		
                           
                              	 
                                 			 
                                 分散型仮想スイッチ（DVS）または Cisco Nexus 1000v（NK1v）の使用はオプションであり、必須の手順ではありません。 
 
                                 		  
                              

                              	 
                                 			 
                                 VMotion ネットワークの DVS は、環境に vSphere の Enterprise Plus ライセンスが設定されている場合にのみ使用できます。 
 
                                 		  
                              

                              	 
                                 			 
                                 特定の時点で 2 つのスイッチのどちらかだけを使用できます。 
 
                                 		  
                              

                              	 
                                 			 
                                 Hyperflex と Nexus 1000v の間で Quality of Service（QoS）ポリシーが競合する可能性があります。HyperFlex ポリシーに従って N1Kv の QoS クラスが設定されていることを確認する必要があります。『Network and Storage Management Guide』の「Creating a QoS Policy」を参照してください。
                                 
 
                                 		  
                              

                              	 
                                 			 
                                  N1Kv スイッチを導入する場合は、HyperFlex ホスト間のトラフィックが安定した状態で FI 上をローカルに流れるように、説明に従って設定を適用します。正確に設定しない場合、ほとんどのトラフィックがアップストリーム スイッチを通過して遅延が発生する可能性があります。このシナリオを回避するには、ストレージ
                                    コントローラ、管理ネットワーク、および vMotion ポート グループがアクティブ/スタンバイで設定され、フェールオーバーが有効になっていることを確認してください。 
                                 
 
                                 		  
                              

                           

                           			
                           
                              	
                                 					
                                 UCS Manager を使用して、[ネットワーク制御ポリシー（Network Control Policies）] の [リンク ステータス（link status）] を設定します。詳細については、『Cisco UCS Manager GUI Configuration Guide』の「Configuring Network Control Policy」のセクションを参照してください。 
                                 

                                 				
                              

                              	
                                 					
                                 vCenter で vSwitch プロパティを設定します。 

                                 					
                                 a. [ネットワーク障害検出（Network Failure Detection）] を [リンク ステータスのみ（Link Status only）] に設定します。 
                                 

                                 					
                                 b. [フェールバック（Failback）] を [はい（Yes）] に設定します。詳細については、『Cisco UCS Manager VM-FEX for VMware Configuration guide』の「Configuring the VM-FEX for VMware」のセクションを参照してください。 					
                                 

                                 				
                              

                           
 
                           	 
                        

                     
                  

               

               分散型スイッチにより、各ノードで同じ設定が確実に使用されます。こうしてトラフィックに優先順位を付けることができ、アクティブな vMotion トラフィックがないときに、使用可能な帯域幅を他のネットワーク ストリームで活用できるようになります。
                  
               

               HyperFlex（HX）Data Platform では、非 HyperFlex 依存ネットワークに分散型仮想スイッチ（DVS）ネットワークを使用できます。 

               このような非 HX 依存ネットワークには以下のものが含まれます。  	 

               
                  	 
                     		  
                     VMware vMotion ネットワーク  		  
 
                     		
                  

                  	 
                     		  
                     VMware アプリケーション ネットワーク  		  
 
                     		
                  

               

               HX Data Platform には、次のネットワークが標準的な vSwitch を使用するという依存関係があります。 

               
                  	 
                     		  
                     vswitch-hx-inband-mgmt：ストレージ コントローラ管理ネットワーク  		  
 
                     		
                  

                  	 
                     		  
                     vswitch-hx-inband-mgm：管理ネットワーク  		  
 
                     		
                  

                  	 
                     		  
                     vswitch-hx-storage-data：ストレージ ハイパーバイザ データ ネットワーク  		  
 
                     		
                  

                  	 
                     		  
                     vswitch-hx-storage-data：ストレージ コントローラ データ ネットワーク  		  
 
                     		
                  

               

               HX Data Platform のインストール時に、すべてのネットワークで標準 vSwitch ネットワークが設定されます。ストレージ クラスタを設定した後、非 HX 依存ネットワークを DVS ネットワークに移行することができます。次に例を示します。
                  	 
               

               
                  	 
                     		  
                     vswitch-hx-vm-network：VM ネットワーク  		  
 
                     		
                  

                  	 
                     		  
                     vmotion：vmotion pg  		  
 
                     		
                  

               

               vMotion ネットワークを分散型仮想スイッチに移行する方法の詳細については、『Network and Storage Management Guide』の「Migrating vMotion Networks to Distributed Virtual Switches (DVS) or Cisco Nexus 1000v (N1Kv)」を参照してください。 
               

            

         
      

   
      
         
            HX Data Platform 上での vCenter のホスト

            
               HyperFlex クラスタ上で vCenter の展開をサポートする場合、いくつかの制約があります。詳細については、『How to Deploy vCenter on the HX Data Platform』テクニカル ノートを参照してください。 
               

            

         
      

   
      
         
            Chapter9. 複数の HX クラスタの設定 
            

            

            
            
               
                  	複数のクラスタの設定

               

            
            
         
      

   
      
         
            Chapter10. Cisco HyperFlex システム クラスタの展開
            

            
            
               
                  	クラスタ拡張ガイドライン

                  	M4/M5 クラスタを拡張する場合の前提条件

                  	混合クラスタ展開のガイドライン - Cisco HX リリース 5.5(x)

                  	混在クラスタ拡張中の手順

                  	コンバージド（HX220c/HX240c）ノードを追加するための前提条件

                  	コンバージド ノードの準備

                  	既存のクラスタにコンバージド ノードを追加する

                  	コンピューティング専用ノードを追加するための前提条件

                  	コンピューティング専用ノードの準備

                  	既存のクラスタにコンピューティング専用ノードを追加する

                  	クラスタ拡張の障害の解決

                  	ロジカル アベイラビリティ ゾーン

               

            
            
         
      

   
      
         
            Chapter11. 混在 CPU を伴うクラスタの設定
            

            
               この章では、同じ FI 上に複数の Intel CPU バージョンが搭載された HX ノードを追加する方法について説明します。 

            

            
            
               
                  	概要

                  	混合 CPU を使用するための前提条件

                  	EVC モードと CPU の互換性

                  	既存のクラスタでの vMotion との拡張された互換性（EVC）の有効化

               

            
            
         
      

   
      
         
            概要

            
               HyperFlex は、同じファブリック インターコネクト上で Intel v3 CPU と Intel v4 CPU をサポートします。Intel v3 CPU と Intel v4 CPU の間で仮想マシンを移行するには、VMware の拡張
                  vMotion 互換性（EVC）を有効にします。EVC を有効にすると、HyperFlex クラスタ内のすべてのホストの設定で、下位モデル CPU の機能を伴う基準が適用されます。どのホストで稼働しているかに関係なく、同一の CPU 機能が仮想マシンに公開されるので、HyperFlex
                  クラスタ内のホスト間で仮想マシンを移行できます。これにより、ホストの基盤となるハードウェアが異なる場合でも、vMotion の CPU 互換性が保証されます。 
               

            

         
      

   
      
         
            混合 CPU を使用するための前提条件

            
               
                  	
                     				
                     EVC 対応クラスタでは、単一のベンダー製の CPU だけを使用できます。EVC 対応クラスタに別のベンダー製のホストを追加することはできません。

                     			
                  

                  	
                     				
                     複数のリビジョン番号（v2、v3、または v4）を持つ Xeon E3 または Xeon E5 ファミリの Intel プロセッサを搭載したクラスタ用に EVC を有効にする場合は、EVC 基準が必要です。

                     			
                  

                  	
                     				
                     高度な仮想 CPU 機能が使用可能な場合は、BIOS でこれを有効にします。そうしないと、EVC 互換性チェックで特定の CPU に存在するはずの機能を検出が機能不全になり、EVC の有効化で問題が発生する可能性があります。

                     			
                  

                  	
                     				
                     次のシナリオでは、EVC クラスタ内に仮想マシンが存在しても、vMotion を使用した仮想マシンの移行が失敗する可能性があります。

                     				
                     
                        	
                           						
                           ホストが vCenter Server システムに接続されていない場合。 

                           					
                        

                        	
                           						
                           ホストが vMotion 用に設定されていない場合。 

                           					
                        

                        	
                           						
                           仮想マシンが送信元ホストと宛先ホストの共有ストレージ上に存在しない場合。

                           					
                        

                     

                     			
                  

               

            

         
      

   
      
         
            EVC モードと CPU の互換性

            
                ご使用の CPU と互換性のある拡張 VMotion 互換性 (EVC) モードを特定するには、『VMware Compatibility Guide』を検索してください。サーバ モデルまたは CPU ファミリを検索し、CPU シリーズ列のエントリをクリックすると、互換性のある EVC モードが表示されます。 
               

               
                   ホストの現在の EVC モードの検索

                  			
                  			
                  各 EVC モードは、同じ名前のプロセッサで使用できる機能に緊密に対応しています。 

                  			
                  vSphere Web クライアントの使用

                  			
                  
                     	
                        					
                        vSphere Web Client Navigator から [ホストとクラスタ（Hosts and Cluster）] > [HX クラスタ（HX Cluster）] > [サマリー（Summary）] を選択します。[サマリー（Summary）] タブには、EVC が有効になっているかどうかと、ホストの現在の EVC モードが表示されます。
                        

                        				
                     

                     	
                        					
                        ホストでサポートされるすべての EVC モードのリストを表示するには、EVC モードの横にある青色のアイコンをクリックします。 

                        				
                     

                  

                  			
                  VMware 共有ユーティリティ ツールの使用

                  			
                  VMware は、互換性 EVC モードを表示する無料 CPU 識別ユーティリティに加えて、他の CPU 機能も備えています。このユーティリティをダウンロードし、共有ユーティリティを使って ISO イメージからホストを起動できます。 
                  

                  		
               
            

         
      

   
      
         
            既存のクラスタでの vMotion との拡張された互換性（EVC）の有効化

            
               クラスタ内のホスト間で vMotion による移行が確実に行われるようにするには、EVC を有効にします。EVC モードは、同じ HyperFlex クラスタ内で異なる CPU ファミリを混在させる場合に必要です。EVC モードが有効になると、設定された
                  EVC モードの最小要件を満たすホストだけがクラスタに追加されます。クラスタの拡張中でも、中断することなく EVC モードを有効にすることができます。 
               

               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                        
                           
                           
                              	
                                 
                                  EVC はデフォルトで無効になっています。クラスタ設定の [VMware EVC] で EVC を有効にすることができます。 
                                 

                                 
                              

                              	
                                 
                                 これは HX Data Platform の制約ではなく、VMware の制限です。詳細については、VMware KB の記事『EVC and CPU Compatibility FAQ (1005764)』を参照してください。 
                                 

                                 
                              

                           

                           
                        

                     
                  

               

               
               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                        
                           
                           
                              
                              	
                                 
                                 EVC モードを有効にする場合は、EVC モードが Advanced Encryption Standard New Instructions（AES-NI）をサポートしていることを確認します。 

                                 
                              

                              
                              	
                                 
                                 これは HX Data Platform の制約ではなく、VMware の制限です。詳細については、VMware KB の記事『EVC and CPU Compatibility FAQ (1005764)』を参照してください。 
                                 

                                 
                              

                              
                           
                      
                        

                     
                  

               

               新世代のサーバを追加する統一クラスタ、そしてサーバの世代が混合した既存のクラスタという考慮すべき 2 つのパスがあります。 

            

            
            
               
                  	均一クラスタへの新世代サーバの追加

                  	既存のクラスタへの混合または旧世代サーバの追加

               

            
            
         
      

   
      
         
            Chapter12. Cisco HyperFlex Systems のカスタマイズされたインストール方法
            

            
            
               
                  	概要

                  	事前設定されていない Cisco HyperFlex システムのインストールおよび設定のワークフロー

                  	VMware ESXi のインストール

               

            
            
         
      

   
      
         
            概要

            
               この章では、インストール手順に移る前に手動で HyperFlex サーバを準備するプロセスについて説明します。このカスタマイズされたインストール方法を、次のシナリオで使用することができます。

               
                  	
                     				
                     HyperFlex クラスタにコンピューティング専用ノードを追加する。

                     			
                  

                  	
                     				
                     Cisco HyperFlex システムの再展開。

                     			
                  

               

               実行するタスクは、事前設定された HyperFlex Systems を展開する場合と基本的に同じです。事前設定されていないシステムに固有の新しいタスクは、VMware ESXi のインストールです。 

            

         
      

   
      
         
            ロックダウン モード

            
               概要

               このセクションでは、ロックダウン モードの概要を説明します。ロックダウン モードは、ホストへのアクセス許可を制限することにより、ESXi ホストのセキュリティを強化するために使用されます。このモードを有効にすると、ESXi ホストには vCenter
                  Server またはDirect Console ユーザー インターフェイス（DCUI） からのみアクセスできます。ロックダウン モードの有効化は、どのユーザーがホスト サービスへのアクセスを認可されるかに影響します。
               

               		
               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                        
                           			
                           ロックダウン モードを有効にする場合、hxuser アカウントを各 ESXi ホスト例外ユーザー リストに追加する必要があります。
 			 		
                        

                     
                  

               

               
                  
                     	
                        （注）  

                     
                     	
                        
                           			
                           ロックダウン モードが有効になり、root または administrator@vsphere.local、 またはその他のユーザーが例外ユーザー リストに含まれていない場合、これらのユーザーは ESX への SSH 接続が許可されません。同様に、何らかの理由によりホストが
                              vCenter から削除された場合、vCenter にホストを再び追加することは許可されません。
                           

                           		
                        

                     
                  

               

               
                  ロックダウン モードの動作
                  
                     
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           							
                           サービス

                           						
                        
                        	
                           							
                           通常モード

                           						
                        
                        	
                           							
                           通常のロックダウン モード

                           						
                        
                        	
                           							
                           厳密なロックダウン モード

                           						
                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           							
                           vSphere Web サービス API

                           						
                        
                        	
                           							
                           すべてのユーザー（権限に基づく）

                           						
                        
                        	
                           							
                           vCenter（vpxuser）

                           							
                           例外にユーザーが含まれます（権限に基づく）。

                           						
                        
                        	
                           							
                           vCenter（vpxuser）

                           							
                           例外にユーザーが含まれます（権限に基づく）。

                           							
                           vCloud Director （vslauser、該当する場合）

                           						
                        
                     

                     
                        	
                           							
                           CIM プロバイダ

                           						
                        
                        	
                           							
                           ホスト上の管理者権限を持つユーザー。

                           						
                        
                        	
                           vCenter（vpxuser）

                           例外にユーザーが含まれます（権限に基づく）。
vCloud Director （vslauser、該当する場合）
                        
                        	
                           vCenter（vpxuser）

                           例外にユーザーが含まれます（権限に基づく）。
vCloud Director （vslauser、該当する場合）
                        
                     

                     
                        	
                           							
                           Direct Console UI（DCUI）

                           						
                        
                        	
                           							
                           ホスト上の管理者権限を持つユーザーおよび DCUI 内のユーザー。アクセスの詳細オプション。

                           						
                        
                        	
                           DCUI アクセス詳細オプションで定義されたユーザー。
例外にホスト上の管理者権限を持つユーザーが含まれます。
                        
                        	
                           							
                           DCUI サービスが停止します。

                           						
                        
                     

                     
                        	
                           ESXi シェル
 （イネーブルな場合）
                        
                        	
                           							
                           ホスト上の管理者権限を持つユーザー。

                           						
                        
                        	
                           							
                           DCUI アクセス詳細オプションで定義されたユーザー。

                           							
                           例外にホスト上の管理者権限を持つユーザーが含まれます。

                           						
                        
                        	
                           							
                           DCUI アクセス詳細オプションで定義されたユーザー。

                           							
                           例外にホスト上の管理者権限を持つユーザーが含まれます。

                           						
                        
                     

                     
                        	
                           							
                           SSH（イネーブルな場合）

                           						
                        
                        	
                           							
                           ホスト上の管理者権限を持つユーザー。

                           						
                        
                        	
                           							
                           DCUI アクセス詳細オプションで定義されたユーザー。

                           							
                           例外にホスト上の管理者権限を持つユーザーが含まれます。

                           						
                        
                        	
                           							
                           DCUI アクセス詳細オプションで定義されたユーザー。

                           							
                           例外にホスト上の管理者権限を持つユーザーが含まれます。

                           						
                        
                     

                  
               

            

            
            
               
                  	ロックダウン モードの有効化または無効化

                  	ロックダウン モードのトラブルシューティング

               

            
            
         
      

   
      
         
            
            通信、サービス、偏向のない言語、およびその他の情報

            
            
            
               
               
                  
                  
                     
                     	
                        
                        シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Manager でサインアップしてください。
                        

                        
                     

                     
                     	
                        
                        重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、Cisco Services にアクセスしてください。
                        

                        
                     

                     
                     	
                        
                        サービス リクエストを送信するには、Cisco Support にアクセスしてください。
                        

                        
                     

                     
                     	
                        
                        安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplace にアクセスしてください。
                        

                        
                     

                     
                     	
                        
                        一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Press にアクセスしてください。
                        

                        
                     

                     
                     	
                        
                        特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finder にアクセスしてください。
                        

                        
                     

                     
                  

                  
               
               
               
                  マニュアルに関するフィードバック

                  
                  
                  シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラインドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

                  
               
               
               
                  Cisco バグ検索ツール

                  
                  
                  Cisco Bug Search Tool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリストを管理する Cisco バグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Web ベースのツールです。BST は、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
                  

                  
               
               
               
                  偏向のない言語

                  
                  
                  この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このドキュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づく差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザーインターフェイスにハードコードされている言語、基準ドキュメントに基づいて使用されている言語、または参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在する場合があります。
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